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研究成果の概要（和文）：選挙制度は社会の重要な仕組みの一つであり，その設計と運用は一票の格差や投票率など関
心の高い問題につながっている．本研究では，選挙制度を評価する定量分析法の開発と結果の発信により，次代に向け
ての選挙制度の議論を的確に支援することを目的とし研究に従事してきた．その結果，定数配分や区割に関するモデル
化とその実装，そして，その結果を社会に発信できた．さらに，その技術を活用し，投票区割や投票所配置について実
態に即したモデル化も提案し発信した．

研究成果の概要（英文）：As changing electoral system in Japan, point of view of the evaluation to the 
system also have evolved. Purposes of this research are (1) constructing of mathematical model and (2) 
applying to actual electoral system. As a consequence, I could obtain knowledge about the new point of 
view of the limit of reduction in the disparity ratio. Besides, I could show new mathematical approach 
for location problems for polling stations.

研究分野：オペレーションズ・リサーチ
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１． 研究開始当初の背景 
 選挙は社会における重要な制度の一つで
あり，その運用については例えば「一票の格
差」や「投票率の低下」といった問題として
広く認知され，社会的に高い関心を持たれ続
けている．中でも，衆議院小選挙区や参議院
地方区といった国政選挙における「一票の格
差」は重要な評価指標の一つと認識され続け，
2 倍を超える格差の存在に対しては法学や政
治学の分野をはじめ，多くのマスコミでも議
論が続いており，注目を浴びる社会テーマの
ひとつになっている．しかし，その議論や主
張には定量的な裏付けが希薄なことが多い．
例えば，衆議院小選挙区制度における各都道
府県に対する定数配分で採用している一人
別枠制度が一票の格差を増大させていると
の多くの主張はその議論の状況下では科学
的に誤りであった．科学的に誤った認識の下
での改善の議論も散見され，多くの人々が期
待する選挙制度の構築につながっていなか
った．制度のデザインや評価に関しては，客
観的な数値を基盤とすることが有効な議論
を支えることが多いが，選挙制度デザインの
中でも定量的分析結果に基づき的確な議論
を支援する必要性がある． 
 
２．研究の目的 
本研究では，選挙制度を評価する新しい定
量分析法の開発とその分析の実行，そして，
その分析結果を社会に発信することにより，
次代への選挙制度デザインの議論を的確に
支援することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
研究目標を達成するために次の 3点の方法
で研究を進めた． 
(1) 選挙制度の評価またはデザインに必要な
数理モデルの整備(モデル化) 
(2) 数理モデルを実現する解法の開発と定量
分析の実施（分析作業） 
(3) 主要な定量分析結果の提供による次代の
選挙制度デザインの創出支援(情報発信) 
既存の分析は統計的な手法により対象の
全体的な特徴を数値的に捉える方法が主流
であった．しかしここでは，問題の構造を数
理モデル化し，最適化手法を適用することに
より，制度の限界を明示し現実との差異の定
量化を実現しようとする点で選挙制度の評
価に対するアプローチ方法が大きく異なる．
加えて，実際の選挙制度の議論を定量データ
の提示により支援する点が特徴となる． 
 
４．研究成果 
研究目的とその方法を具現化する作業と
して，(1)モデル化，（2）分析作業，(3)情報
発信の3つの柱に沿い研究活動を推進してき
た． 
まず，国規模の選挙制度を対象とし 2010
年実施国勢調査の結果を受けての衆議院小
選挙区の区割り見直しを題材とし，選挙制度

改革に対する様々な議論を定量的な客観的
観点を提供することで支援する数理モデル
開発・構築とその実装による定量化分析，そ
して，一票の重みの格差の是正につながる数
値情報の提供・発信を行った．ここで用いら
れた手法の多くは都道府県単位での中選挙
区選挙への適用も可能であり，都道府県会議
員選挙制度のデザインへの応用も期待され
る．また，その中の取り組みの一つとして，
一票の格差の計測に用いられる基礎データ
が状況に応じて「人口」，「有権者」，「投票者
数」と異なる現状に対して，この差異が一票
の格差の是正への議論に与える影響の度合
いも数値的に明らかにした．既存の統計的な
手法が全体の特徴把握に特徴を有していた
ことに対し，本研究での最適化モデルの活用
は極端な状況を提示し現状との比較により，
現状の状況把握がする新しい特徴を有し，制
度のデザインと評価の幅を質的に広げたと
考えられる． 
次に，市区町村規模の選挙制度を対象に，
投票所配置や投票区割の見直しを支援する
数理モデルの構築とその実装に取り組んだ．
これらの問題はオペレーションズ・リサーチ
の既存の基本的な数理モデルで対応が可能
である．ただし，地方での過疎化や移動手段
の変化が進行し投票所再配置の問題などを
観察すると，基本的な数理モデルでは対応で
きない地域のつながりでの配慮や交通手段
の多様化などを基本モデルに加味する必要
性の認識に至った．そこで，投票所の再配置
時に駐車場を考慮し決定する数理モデルや，
地域のつながりとして学区に着目する数理
モデルなどを提案・実装し，地域における選
挙運用の支援を行った． 
最後に，これらの結果は関連する学会（日
本選挙学会，日本オペレーションズ・リサー
チ学会など）での論文・研究発表などを通じ
て情報発信をしてきた．研究発信に加え，社
会には新聞や市民向け講演を通じて分析結
果を発信した．さらに，本課題で得られた知
見をもとに，神奈川県選挙管理委員会や三重
県四日市市選挙管理委員会との議論，また，
平成 27 年度からは神奈川県明るい選挙推進
委員会にも参画し，それらでの議論を通じて
選挙制度を現場で支える層に向けての支援
や情報発信も行ってきた． 
2015 年秋には国勢調査が実施され，2016
年春には速報値が示され，様々な選挙制度に
おける定数配分や区割りの見直しの議論に
再度注目が集まっている．新たな選挙制度の
導入も構想されているようである．本研究で
の成果を基盤に今後もこれらの議論を定量
的なデータ提示で支援する手法の開発とそ
の分析の実施そして結果の提供を行ってい
きたい． 
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